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研究成果の概要（和文）：　冷蔵保存の母乳の食品としての安全性について、母乳中の細菌の経時的変化を観察するこ
とで明らかにした。10検体を、冷蔵（4℃）保存し、規定の手順にそって経日的に観察した。その結果、冷蔵保存の母
乳は食品衛生法による「乳及び、乳製品の成分規格等に関する省令」の基準である、総細菌数5万 CFU/ml以下、大腸菌
群陰性を保存8日まで満たしていた。また、2日間冷凍保存した後、冷蔵した母乳も同様に保存8日目まで安全基準を満
たしていた。現在、日本においては保育所等での母乳の受け入れが「冷凍母乳」と規定されているが、「冷蔵母乳」の
受け入れを検討する必要性が示唆された。
　また、冷蔵母乳に関する文献検討も行った。

研究成果の概要（英文）：About safety as the food of the refrigerated and preserved human milk, we 
determined it by observing bacterial change over time included in the milk.We refrigerated 10 specimens 
(4 degrees Celsius) and saved it and observed it along a prescribed procedure for a transday. As a 
result, the refrigerated and preserved　milk met lower than which were the criteria of "the departmental 
order about the ingredient standards of milk and dairy products" by the food hygiene law total bacterial 
count 50,000 CFU/ml, coli-aerogenes group negative until conservation 8th.　Also, the milk which we 
refrigerated satisfied safety standards similarly until conservation day 8 after having frozen storage it 
for two days.Acceptance of the milk in nursery schools was prescribed in Japan "the frozen milk", but the 
need to examine acceptance of "the refrigerated milk" was suggested now.
And we reviewed the literatures about the refrigerated human milk.

研究分野：臨床看護
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１．研究開始当初の背景 
日本において、働く女性が増加する中、母

乳育児を継続しながら働くことを選択した

母親が保育所等で搾乳した母乳が冷凍でな

いことを理由に受け入れを断られるという

現状があった。そこで、搾乳した母乳の保存

状態による安全性に関する研究を検索した

ところ、日本の食品衛生法に照らして検討し

た調査は見当たらなかった。搾乳した母乳の

保存状態および保存期間別の食品としての

安全性が明らかになれば、保育所での母乳の

受け入れが根拠を持って緩和され、育児中の

女性の働きやすさにも貢献するのではない

かと考えた。 

 
２．研究の目的 
（１）実験研究 

日本における乳製品の食品の安全性基準

である大腸菌数・総細菌数をもとに、冷蔵・

冷凍・室温という保存状態別の母乳中の細菌

数の経日的変化を一定の条件下でカウント

し、どの条件であれば食品として安全なのか

を明らかにすることを目的とした。 

 

（２）文献検討 

冷蔵の母乳に関する国内外の生物学的研

究について、今までにどのような研究が行わ

れ何が明らかになっているのかを調査し、働

く女性の活躍およびその児のよりよい健康

に資するためのエビデンスを明らかにする

ことを目的とした。 

 
３．研究の方法 
（１）実験研究 

10 名の母乳を用いて、10検体それぞれを 3

種類の温度（4℃、-20℃、室温）で保存した。

それぞれを同日程、同時刻に取り出し培地に

塗布、培養し、細菌数のカウントを行った。

さらに、日常生活における搾乳および保存過

程での菌の混入を想定し、安全性の基準値を

超える黄色ブドウ球菌と大腸菌を添加した

母乳についても、同様の条件および手順で細

菌数のカウントを行った。 

 

（２）文献検討 

 冷蔵、母乳を検索キーワードとし、2005 年
～2014 年の 10 年間の論文の検索を行った。
データベースとしては PubMed、 CINAHL、The 
Cochrane Library、医学中央雑誌 Ver.6 を用
いた。そこから顕著論文のみを抽出し文献の
批判的吟味を行った。 
 
４．研究成果 

（１）実験研究から 

 母乳には最初から細菌が存在しており、無

菌ではないことが明らかになった。また、そ

の細菌数は冷蔵保存の方が冷凍保存より減

少することから、現在の保育所指針により受

け入れ可能とされている冷凍保存の母乳の

みならず、冷蔵保存の母乳の受け入れも可能

であることが明らかになった。食品衛生法上

の基準は冷蔵保存でも冷凍保存でも、8日目

までクリアしていることが明らかになった。

研究成果より、保育園等での母乳の受け入れ

の選択肢を増やせる可能性があることが明

らかになった。働く母親にとっても母乳の預

け方の選択肢が増えることで、母乳育児の継

続か、職業の中断かという二者択一の選択に

迫られることがなくなり社会的にも有益で

あると考える。 

参照）食品衛生法第十九条第一項の規定に基

づく乳及び乳製品並びにこれらを主要原

料とする食品の表示の基準に関する内閣

府令（平成二十三年八月三十一日内閣府令

第四十六号）. 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H23/H

23F10001 アクセス 2014.4.25. 

 

（２）文献検討から 

 医学中央雑誌からの検索文献数は 16、

CINAHL12、PubMed20 であった。そのうち、会

議録や解説を除き、重複しているものも除外

いた文献を検討対象とした。内容は、細菌数

に関するもの、ラクトフェリンに関するもの、

脂肪酸、PH に関するもの、匂いに関するもの、



NICU での母乳使用報告例であった。栄養学的

な視点で母乳を観察しているものはあるが、

安全性について検討しているものは少なか

った。児の栄養源としてだけでなく、細菌学

的、ウイルス・免疫学的な面からのデータを

積み重ね、冷蔵母乳の扱いについてのガイド

ラインができれば女性の選択肢は広がるだ

ろう。 

冷蔵母乳に関しては、実生活での様々な状

況を想定し、安全性についてさらなる研究デ

ータを積み重ねる必要があると考える。 
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